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【全国の装飾古墳｜】

宮崎県の装飾古墳と
地下式横穴蟇
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あいさつご

熊本県)7装飾古墳館では、全I:'51に分ｲijする装飾古墳を地域ごとに

||旧次紹介する企画展「付EIの装飾II｢埴」を計IIIIiしておI）、初年度は

gllI奇県を取I)上げます。

いうまでもなく宮崎県は、「TI祁記｣、「1 1本書紀｣に幾場する神話
一. ,，二 、置く，

の稚台であり、l几i都原古埴群をはじめとするifi墳文化を澗養してき

た、u本考古学史k、蚊も軍要な地域のひとつでありますc

近年のﾉ<規模開発に伴い、多くの遺跡が発掘調査され、さらに具

体的なllij賞文化の解明がなされておI)ますが、そのひとつとして装

飾古墳の存在がクローズアップされています。現在、4()数例が報痔

され、イ帆の装飾古墳との類似性及び相違性を考える'-.でも｜分な

安料が帯値されております。
『 ｡ 名些 －7J .､ もこ

特に、装飾の多くが、この地域特ｲ1-の墓制である｢地下式横穴墓」

に施されていることが多く、さらに、鉄で作られた武器・武具を代

表とする価l1葬品には1-1を兄張るものがあI)ます。

この地ﾉJ.色豊かな古墳文化を育んできた宮lll奇県の装飾古墳を、金

iflにさきがけて御紹介できることを大変うれしく思います。これも

ひとえに、出品協ﾉJ及び御指導をいただいた関係機関、関係各位の

おかげと深く感謝の堂を表する次第であります。

､+乙成7年8〃3日

熊本県立装飾I1｢噴館

館長 ’|'島武治

－1－



も
く
じ

ごあいさつ…･……･･…・

II次・凡例･……･…･･…

はじめに（見学を前に）

１
２
３

地ド式横穴嬢について．…………

地iく式横穴蕊とは何か．．…．．”

地ド式横穴墓における装飾･”

装飾のある地下式横穴蕊…･”

代表的な地下式横穴墓……“

地i奇式横穴墓に葬られた人々

1 ４
４
７
９
２
７

．
．
．
、
２
２

●
■
■
甲
●
。

横穴墓について．･･･………．．‘･…

涛崎県の械穴墓における装飾

装飾のある横穴蕊･……．．……

2 29

29

30

参芳費料････……･…･…･……･……・

その他の装飾ある地下式縦穴墓

イラストで兄る歴示ﾑﾙ解説…･･･

3 43

43

57

出航目録

参考又献

協ﾉJ"IRI

60

62

63

● ○

協力荷覚

凡例

1 本書は、熊本県立装飾古墳館平成7年度前期企画
展「宮崎県の装飾古墳と地下式横穴墓」の展示図録
として作成しました。

2本図録中の遺物の写真撮影は、一部を除き坂口圭

太部、中尾健照が行い、執筆編集は 上敏が担当
しました。

3掲載されている実測図は発掘調査報告雪、関係
図書借用実測図をもとに複写・作成させていただ

きました。なお、縮尺は、一部を除き50分の1に統
一しました。

4図録に掲載した資料の一部を展示替えすることが
あります。

5 展示の企画、展示資料掲載写真について多く
の方々、関係機関の御指導、御協力をいただきまし

た。巻末に記し感謝の意を表します。

－2－



はじめに

ここに、3振りの剣と刀があります。
．I ：トセ

'I:『崎県|川榊I↓郡野ﾙLII11.ﾉ<絃14り･地1,.式横ｼ‘〈蕊から出Iしたものです，発洲11

11にのﾉj剣は、一部に地金の肌がみえるほど縦めて保ｲf状態の良好なものでし
’品 &

た‐これはﾉj剣研師に研ぎなおされた例です

およそ13()()ｲ|晶前、地|､式横穴蕊にi,iI罪された鉄によるさまざまな製1Y1は、本

来このような輝きをもっていたのでしょう‘

今|I'Iの企IIIII腱で御紹介する多くの黄料は、鉄によって作られています。数え

きれないほと‘の歳月を雑て、現ｲ[はさぴによ!)赤茶けた姿ですが、この!''に』11

時のﾉJ_Lたちの力強<)}ili<息吹がしみこんでいることを感じ取っていただけれ

ば､稚いです
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地下式横穴墓について1ｉ
Ｉ噸

I地下式横穴墓とは何か ’

￥ ウ’ 3ム E、fｳF If.

地下式横穴墓とは、古墳時代の宮lll洲を中心とした南九州に分布する独特なお幕です。地表から堅ﾉJ向に穴
．‘自 、: 三 ・､,

(竪坑）を掘り、底から横ﾉjli'1に適体を納める部l嶺に通じる道（羨道）を伽|ﾉ進め、奥に遊休を納めるための掘り
b "L 》

広げた部朧状の空間（玄宗）を設けたものをこう呼びます。
tJ * ．、津二あき 3， 2・ ‐ h 占 一;｡,‐ 5 急.割 、 『‘ ＃ ミニ

俗称については、地i､式横穴、地ド式古墳、地|､-式噴、地|､一式砿など、研究荷によってさまざまですが、今lnl

の企画展においては地下式横穴蕊と呼ぶことにします．

このような地~|､.式横穴蕊には、l 1l墳を''&!わせるような、地表miに丸い墳l正を持つものもありますが、多くの場

合、 FI印となる構築物や標識のようなものが鉦い（残っていない）ため、後lll身、人のMにふれることは少なかっ

たようです。また､地｢|『の密閉された空間による適度な温度と湿度が､埋葬された人々や釧榊{1を守り、二i難
一i，、そ．., 》

兄されると埋葬の状態から副葬IIII!のI妃溌など、其体的な状況で当時の葬送儀礼の様j'･を私たちに伝えてくれます。

多くの場合、適体を玄案に納め、副州111を供えると羨道を{:iやIの塊、または板で閉ざし(羨道部閉塞)、竪坑

をlによって埋めもと÷します｡時を経て新たな死粁がでるとそれを棚')起こし、,'}ぴ埋葬するといった週葬が何

I111か繰り返されたようです。ただし、えびの・大i l盆地を中心とした霧｜制I系周辺には、竪坑の上部すなわち地
. ､ . 弛､：で､

表liliの穴を石でふさぐ例（竪坑l･部閉塞）などもありますし、桝llif平野部の古い時期の火皿の地|､･式検穴菓や、
』9 4.,.、

内|鰭部の新しい時期の小)Wの地ﾄﾞ式横穴墓、さらに、志布志湾1部辺の玄案に『|軒iを組み合わせて作ったｲi糖を納

めた地~ﾄﾞ式横穴蕊など‐人の人物しか埋葬されていない例(ili体埋葬）もあります。

このお蕊は、その形態からいくつかに分蛾することができます。玄壺の形は、長方形、1E方形、楕円形のおよ
き．』＝式:+･'二 よゼオ‘､1.』舟'

そ：つがあり、また、玄室の天ﾉ|:の構造を膣根の形に兇立てると、切妻形、寄棟形、ドーム形、アーチ形のおよ

そ|ﾉLIつに分かれるようです。鹸新の研究例では糸lllかな分類が行われていますが、ここでは玄室の恕軸側に羨道が
雲.』資 ．， ソ、 ・

付く妻入り咽と側IIII側にｲ､l･く.､|え入り型の大きく 之つに分撤しておきます｡

↓ V， V

I堅抗上部閉塞

’ ノ
〃 V一 し げ

堅
抗 ｜

K閉 □I 寡

J W
長万形プランアーチ彫天井、妻入り型｜

’ ↓． げ り

T

l
I

正方形プラン、切妻形大井、平入り型 正方彫プラン、寄棟形芙＃、三入6浬 I

「
、I

IL」
馬方形プラン 刈婁形天井、平入り翌 長方房プラン害慣彫夷芸軍人,聖

筒軍隊プラン．ドーム形天井、軍入り里 長万影プラン、寄槙形天井、雲入り型

地下式横穴蟇形態模式図
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このお墓は、南ﾉし州、特に宮崎ﾘIll櫛部を｢''心に分布します。地理的条{'|:、地~ド式横穴巣の形態、他のお蕊との

*l1.み合わせなどから細かく兇ていくと、一ヅ瀬川流域を_|上限とした宮l1l奇県の平野部、鹿児島県大I I盆地に連なる

内陸部、；&布志湾周辺がその胃iそな分布地で、熊本県では、人吉盆地にわずか2例だけ発兇されています。

宮崎県の平野部では、愛入り型の地|､.式横穴墓が多く造られた地域ですcとくに、地l､式横穴蕊の造'鳶が始ま

る5世紀代は、玄宗の長さが5メートルに及ぶLi大なものが営まれることもあI)、それらの地1､､式横穴蔦内部か

らは、武器・武具、装身具、馬具をはじめとする豊富な副葬品が発見されます。また、玄宗|ﾉ1部は、死省を安磁

するための屍床が殻けられ、多くの場合、一人の人物のみを埋葬していたようです‐また、地衣liliには、|1噸を

思わせるような噛丘を持つこともあI）ます。これが6111:紀代に入ると蝋体埋葬から追葬を葱|xlした･|2人#)咽の地

I､.式横穴墓へと変化するようです。

この地域は、前ﾉﾉ後円墳やI『]墳といったいわゆるIII噸も多く造られており、そこに葬られた人々との関係も注

|｜される地域です《，

内陸部は、都城盆地周辺の-部を除き、W!f部と違い、5111:紀代の造'洲N姑､!伽から終末に至るまで平入り刑

の地下式横穴基が造られた地域です前方後|ﾘ墳も都城盆地周辺以外には分布せず、円墳が造られたに閉まって

います。地下式横穴墓の数も多く、、I1時のおまの主体となっていた地域と占って良いでしょう。なお、前述しま
ず 乳‘ ’ kLf

したが、えびの・大n盆地1111辺は、曝坑上部閉塞といった独塒の地1,.式横穴墓が多く営まれ、さらに「地卜式板
． .,込み斤竜 5

ｲi積石案龍」という南九州|}qIMllに分ijするこれまた独特のお菓とが混在する地域でもありますc

志布志湾周辺は、葵入り型の地l､･式横穴墓が多く造られた地域です。これは、抑|I奇､|え野部の影郷を受けて導入

されたのだろうと解釈されています‐ただし、玄案内部に軽石製の(伽を納めるなど、この地域独蒋の地域‘||そも

兄受けられます。また、符l||制を野部と同様、 6111紀代になると平入り型の地下式枇穴墓が造られるようです。

人吉盆地周辺は、現在、 l遺跡2例のみしか発見されていません。2例とも､ド入り刑で、えびの・大｢I盆地周

辺の影響を受けて導入されたものと解釈されます。

このように、南ﾉし州の限られた地域に分布する地~i､･式横穴墓は、現（!;のところ、その出｜遺物から、 5111身紀の

半ばころに誕ﾉkし、8世紀にかけて造られたようです．その中でも雄も朧んに造られたのは、5世紀後半から6

世紀にかけてです。その誕生については、従来、 5111紀はじめに朝鮮､ド島の11i域文化の影騨を受けて北部ﾉし州に
t 子､'惨、‘ き‘’3

挺朱した横穴式ｲi蕊の構造が、地~ﾄﾞに潜った形で宮|崎､|え野部に導入され、糞入り剛の地ド式横穴墓としてまず誕

ﾉkし、順次1割辺地域に拡散しながら11lf代とともに平入り型の地I､､式横穴蕊へと変化していったと考えられてきま

した‘ ところが誕ﾉk当初、内陸部においても､|f

入り刑の地ド式横穴蔦が造られていることが分

かり、また、近年内陸部の桝崎ﾘilえびの-'ijにお

いて、地F式械穴黙よりもIIi〈、 411t紀後半に
『 ．‐ さ ‐ l j

造られたと考えられる「横、犬上砿墓」という

､r入り咽の地~|､､式,|批穴墓の構造と撤似したお墓

が発見されたことによI)、その誕ﾉﾄのプロセス

は混沌とした状ﾙﾋになっています。

とはいえ、この地下式横穴墓は、その構造と
t

分布のあり方から、南ﾉし州に花開いた独特の蕊
AI↑‘

制であり、地ﾉjを代表する画一喧な文化遺産と筒

えるでしょう、この文化を築き｜､げた人々は、
：食P： -

後の時代に「隼人｜と呼ばれた人々であったか

もしれません、
}ﾉｰえ、

I縦地l､式樅穴壌群樅I IJtl城蝋

－5－



地下式横穴菫および宮崎県内の横穴墓の分布

辿跡 の 所 在 地名

群

群

西都市大字上三財字元地原

東諸県郡阿満町大字深年宇市の瀬

〃 大字八代l櫛俣字大坪

〃 大字三桝字六野原

〃 大字本庄‘ず宗仙寺

〃 大字本庄字地蔵寺

西擶雌郡高原町大字後川内字立切

〃 大字後川内半日守

北術県郡高崎町大字前出字仮屋尾

西諸雌郡高原町大字広原字旭台

西諸県郡野尻町大字三ヶ野111字大萩

小林市大字水流迫宇下の陳

小林市大字興方字新、場

小林市大字真方'瀧束二原

小林市大字西方字石塚尾中原

えびのIIj大字坂元

えびの市ﾉ<'抑訓刈‘謨杉ノ原

群

群

群

群
群
群
群

西都IIj大字穂北字上江

〃 字杉尾

〃 ′溌串木

〃 字谷ノ前

!宮崎郡佐土原町大字下那珂宇土器n1

宮崎市人字広原字管牟lll

寓崎市大字芳士学満水迫

kil:横穴墓群

杉尾横穴墓群

串水横穴墓群

下畑械穴墓群

｣器、束横穴蕊群

広ﾙﾇ横穴墓群

蓮ヶ池横穴蕊群

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

その他

天道ケ尾地下式横穴蕊群

上ノ原地下式横穴墓群

小水原地~ド式横穴墓群

蕨地下式横穴蕊群

下北方地下式横穴墓群

その他

一
Ａ
Ｂ
Ｃ

熊本ﾘil人吉市大字天迩ケ尾

西諸難郡須木村大字中原字lをノ岬

えびの市大字li江字小水原

〃 字蕨

寓崎市下北方町字塚原，

一h－
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椴穴式向案の|ﾉ1郁やｲj柏、横穴蕊の外確または内郁に、さまざまな文様を彫ったり描いたものを装飾III壇と呼

んでいます‐ さらに装飾のありﾉによって次のように分頬されてきました。

⑮ｲiの幟こ幾何判りな文様や､武器武j!などを施したｲi柁系の装飾Ili埴。

餅院内部を板状のｲiで取')|川んだ茜|鱗､遺体を‘姉付るための｛|切り行に武＃武共や|,“､|§｜茂などの文様
を施した石|簾系の装飾｢I蛾

3横穴式行室,ﾉ州に人物､舟､馬､武器武典や厳手文､ lirl心|ﾘ文、角文などを猫いた罐li,l系の装飾!IIjfi
Z職穴墓の内外に人物や武器・武14、幾何‘,j::文などの文様を施した描穴慕系の装飾111ja｡

しかし、ここでは地|､.式横穴蕊系の装飾1I蛾を新たにその分類のつとしてつけ加えることにします、それは、

地|､一式横穴墓という独特のお蝋に装飾が施されているということが雌大の理IIIですが、その装飾のあI)ﾉjとその

裏側にひそむ葬送に対する碁･えﾉjに、 l.述した装飾III増とはいくらかの違いが伺われるためです，

では、地下式横穴墓にはどのような装飾が施されているのでしょう大まかに分蝋すると次のようになります。

iエ家臆の陸根や枕なと：をベンガラなどの亦色顔料で衣現しているもの

域ベンガラなどの赤色顔料で不Iﾘj確なIxI1:11を描いているもの。
3 呂

息家峠の膳根や姓などを浮彫りで表現しているもの‐

I家雌のl釧4や椛などを先の尖った道典を川いてひっかくように線刻で表現しているもの“
以卜の装飾のある地|､･式検ｼ‘〈蕊を今II1Iの企l'i'i腱では装飾IIi埴として取り｜・げ､ます。II!には、ベンガラによる彩

色と浮彫りや線刻が組み合わさったもの、浮彫りと線刻が組み合わさったものなどもあるようです．

里
P

石障系の装飾古墳千金甲1号古墳（熊本市）石棺系の装飾古墳鴨籠古墳（不知火町）
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ベンガラによる彩色の中には図柄の/F明確なものも一部ありますが、装飾のほとんどが家睦の表現を行ってい

ますc

装飾のみを取り｜げてみると、多くの装飾II1･墳の場合、さまざまな装飾文様を施すことにより、悠雅の進入を

防ぐ"とか、死群を守るといった願いが込められていると考えられています．それに対し、装飾を施した地下式,|髄

穴墓を'関.んだ当時の人々は、遺体をj1蝶するﾂ洲lを家睦に兄旦てて造ることにより、死後もやすらかに聯らせる
＊ 4．も,

ようにと願ったのでしょう。このことが一つの1:lljf｢liとして浮かび|がってくるようです。タピ後の安寧をねがう

葬送観としては、家形のｲi柏を造ったり、横穴蕊を家屋の櫛造にまねて造るなどの瓜習と共池するものと考えら

れます
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彩色による家屋の表現（立切54号地下式横穴墓） 彩色による不明確な表現（大萩36号地下式横穴蟇）

､
出1

可

遊
噺
？
，

ユ

画

浮彫りによる家屋の表現（立切63号地下式横穴蟇） 線刻による家屋の表現？（下の平1号地下式横穴墓）
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’||装飾のある地下式横穴墓装

旭台7号地下式横穴墓(閲i制↓郡開陳町大'i:広原字旭台）

戸＝

幻 鋤ロ

左側壁浮彫り及び彩色

１
１

義
＝

⑤
菫

B毎ｆ日
工

車

旭台7号地下式横穴蟇実測図 羨道部側？の壁の彩色

I剣
L一 寸

2,刀子
一 ：そげ、

3鉄鍼

①
(小刀）

(やじり）

②.壷一

書零1
③

遺跡は、尚原町の両部、標ilI523()メートルの

台地|話にあl)、昭和50年の牧野改良に伴う幣地

{1業!|'に23雄の地|､式横穴蕊が発兄され、その

内5ﾉILに装飾が施されていました

た､|′入り型の地卜式横穴蕊ですゞ また、IﾉLIﾉjの7り･地|､式横穴墓の玄案は、ほぼ11方形で、ノと〃を切妾形にした､r入り型の地卜式横穴蕊ですゞ また、IﾉLI〃の

雌を'lil:先のように柳）込み、棚状施I没を造っています〃

装飾は、ノMiの礎iiliのほか、淡進部|!!llの雌Iili、ノ<ルに施されています。特に、庄右の雌lillは、家騰の臆根を衣

すように、赤色顔料を使い、舵行あるいは斜め方li'lに彩色されており、また、躍面4｣央祁には、縦加I1に火柱を

思わせるような浮彫りが施されています

人+‘}5体のほか､剣1 ，ノJj'2、鉄雛8['iが出|蔦しておI)、川|遺物から511t紀後半から61Ⅱ紀Ij腓に造られ
たものと思われます＝

－L）一



大萩36号地下式横穴墓（西諸県郡野尻町大'i･’4ケ野1l.1字ﾉ<紙）

左壁の彩色
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大萩36号地下式横穴墓実測図
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鉄鍼 鉄のかざりのついた弓の破片
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’
直刀（上)、剣（下） ｢鎌 2鋤先 3斧 3刀子

※朱壬（火きさ’～2cm)

ベンガラという鉄の赤サビに似た成分でできていま

す。

このベンガラは、多くのj笏合、絵の具として利川さ

れ、地~1､､式横穴墓の彩色にも使われています

しかし丸めた形でﾀ者のそばにiiftかれていたことを

考えると、悪霊から死者を‘,]這るというような、特別な

願いがこめられていたのかもしれません。

朱玉

遺跡は野lﾉ亡町のIILi端部、汁瀬川沿いの襟間およそ2()()メートルの)よ人な台地Lにあり、さまざまな開発に伴い、

f蒲|･38雌の地|､一式検穴嘉が発見され、その内'1雄に装飾が施されていました‐

36-号地|､･式横穴蕊の玄宰は長ﾉﾉ形で、ノ<ルを切災形にした．F入り)則の地|､式横穴墓です‐また、奥確とZ!ﾐｲI1'i'j

唯の壷ﾉjに棚状施I没があI)ますぎ

装飾は、玄室人1 1の外雌と玄室'1礦に赤色顔料を使い捕かれています。I隅3～4センチメートルの線が、横あ

患いは斜め方lnlに不規則に描かれており、具体的な文様が雌いだけに、どのような意ly(Iをもって彩色をｲjzったの

かは不lﾘlです
‘ ‐： 2

鉄製の武器や鋤の先のほか、鋲絢↓の付いたIjの残片や絵のjIとしても利ll1できる朱玉など珍しい世物もlll l:

しています需これらの遺物から、 5111紀後､Iから6111紀前.|《に造られたものと思われます．
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大萩37号地下式横穴墓

大萩37号地下式横穴墓実測図

剣

鋤先

鉄鍼

※鋤先
木製の鋤（スコソプ状）の

先に取りつけた金具

373･地1,~式横穴蕊の玄案は、ほぼ｣lﾐﾉ形で、ノ〈川をドーム形にした､|え入り刑の地|､~式横穴塞です》また、j/ザ地|､入恢〆雄の典盃は、はば｣｣.〃j|多で、ノくﾉ|量をトームノ|参にした､|必人リブ側の地|､式徽火器です》 また、茨迫

が玄案の片側に付いています。

5体の人'lll･がi'l!葬されておI)、その頚部側の雌Iii 1･.部に彩色が施されています｡イく規則な彩色であるため、と：

のような意|､xIをもって描かれたのかについては判断できません働なお、玄窄床liliには、約3センチメートルほど

のIIjiさでシラス（桜島の噴火でji職した火山l火など)が敷きつめられており、これもﾀ省に対･する特別な意識に

よるものでしょう。
み‘ ＋ I 員

鉄製の剣、雛、鋤の先ほか竪坑の塊|巾から｜器片などが川FI しており、それらの遺物から61II:id前'|2から!|!

頃にかけて造られたものと思われます，

－1ｺ－



たちぎり

立切54号地下式横穴墓（西諸県郡高原町大字街Iﾘｰ内字立切）
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玄室右壁
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立切54号地下式横穴墓実測図
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やりがんな

※鉋

現在のカンナのように木材の表面を

けずり整えるための工具
⑥③

遺跡は、諸県ul地の間を流れる炭床川の左岸段丘上にあり、圃場整備の際、72基の地下式横穴墓が発兇され、

その内8基に装飾が施されていました。

54号･地下式横穴墓の玄室は、正方形で、天井を寄棟形にした平入り刑の地下式横穴墓で、玄室のH側に淡道が

付いています。

玄室壁面全てに棚状施設があり、その上部の壁WIiに赤色顔料による横方向や縦方向の線が描かれています｡お

そらく屋根の骨組みを表現したものでしょう。また､天井鎧上部は､鮴を魁わせる浮彫I)があI)ます｡玄室の
家屋構造に加えて装飾を施すことにより、死者の住むための家をリアルに表現した典型的な事例といえるでしょう。

やりがんな

鉄製の剣や雛のほか、木材の表IWiを削り幣える鉋やﾉj子などが川kしておI')、 51吐紀後半から6肚紀にかけて

造られたものと思われます。
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立切60号地下式横穴墓
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立切60号地下式横穴墓実測図
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鉄鍼

刀子§

鰯
牙

識識隷鍵蕊
天井の棟木と右壁束柱

60り地|､､式横火曜の玄宰は、長方形で、ノ<jlを切妻形にした､ド入り型の地卜式横穴悪で、確血には棚状施設が

あり、玄室の片側に羨道が付いています
J平fjメ ミ

ノ<jMIj'l1央には、棟木を思わせる浮彫りがあり、/!きｲ,1IIIjI腱の'|1央祁には、天jl:祁から|､.に向かってlllll状施設ま
Z1,,a ・

で火柱と見られる浮彫|）が施されています

遺物は､鉄製の剣､雛､ ノJfなどがあ')、 2号人,Hの/1伽には、イモガイ製の1l!陥が装満されていました。こ
れらの遺物から、5111壹紀陵半から61叶紀前､|噌にかけて造られたものでしょう．
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/津、ひもり

日守4 (54-1)号地下式横穴墓
(西諸県郡Inilj;(町ﾉ<'f:後川Iﾉ､I'f:11守）

／

〆

| I
ｳ

1 1

ﾙー

ル

＃－

I一ヘイ雌

0 Im

日守4（54-1)号地下式横穴墓実測図左壁束柱（斗）浮彫り

大阪府八尾市芙園1号墳家瀧輪 家形埴輪｢斗｣表現拡大

遺跡は、淵湘川の右岸に位iil:iし､高原町と尚lll奇町の境界、標叩I()メートルのなだらかな丘陵|にあり、1 1基の

地|､.式横穴菜が発兇されており、その内2膿に装飾が施されていました。

4号地|､式横穴基は、唆されていましたが、玄窄は切要形天)|:の1M.形､r入りﾉ則の地ﾄﾞ式横穴蕊と恩われます
J_'ノ.

ﾉｪ壁に火柱を思わせるような浮彫りが施され、特に注|」されるのは、束枕_上部です二 i洲査者は、棟に接する挾り

込みと、それをⅨllmする2本の線刻から、この部分を「;IL｣と考えています．この「:卜」とは､柱と梁や桁を紺
むときにその間に用いられる水のことです。'|!IKIの建築様式の職\を受けたもので、|1本では､\院建築などに採

'1入れられました｡家I稚築の例としては、ﾉ<阪府八I帥の蓮隙|適跡,糊の闘紙t龍を表現した家形埴輪か
ら類推いすることができますおそらく肯良級の人物が住んでいた家をモデルにしたものでしょう＝

このように、4号地I､.式械穴燃の浮彫!)が､「;|_｜を表しているのであれば、この地I､.式横穴蕊が造られたと考

えられる5111堂紀後､卜から6 11I紀1rドにかけて、1矧覚な家l義建築技術がI-l lnj地方に雌､'ﾉ:していたことになり、建築

史の一端にII階を与える蛍嘔な浅科となります
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日守9（55－2）号地下式横穴墓
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日守9（55-2）号地下式横穴墓実測図

剣畑

I

刀子

鋤先金極

9り･地~|､.式横穴難の玄籠は、ほぼ止ﾉj-形で、ノ<ルを寄棟形にした1入り刑の地|､震式横穴蕊です‘
『』． DP も

ﾉ<j1部には、'l'l,113センチメートルの棟木を,|&!わせる浮彫りがあり、埋捺稀の頭部にあたる玄宗/J1部には、llll,il3センチメートルの練水を思わせる浮彫りがあり、塊弗若の頚部にあたる玄宗のｲ『砿には、赤

色齪料でｲく抑!ilな彩色が施されています。また、淡進部や、玄窄の/I罐、奥確など、ほぼ令liiにわたって彩色し

ています‐

川｜世物から、511t紀後､ドから6111蛋紀itl息に造られたと思われます、
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下の平1号地下式横穴墓（小林市人'j･:水流迫宇|､･の､ド）

/~－－

一
〆

P

｜

’

１
４
Ｆ

l
－l

I

、＜

／1m0 1、

下の平1号地下式横穴蟇実測図

右壁線刻および鉄製品出土状況

辿跡は小林IIjと野尻町の境界を流れる岩瀬川のｲ作に広がる台地｜にあり、2鵲の地下式横穴蕊が農作業'|!に

発見きれ、いずれにも装飾が施されています号

1号･地|､式横穴墓の玄窄は、尺井部は陥没しており不Iﾘjですが、正方形の､r入り型の地下式横穴墓です玄宰

が茨道に対･して「<」の字にずれているのが蒋徴です

玄籠ｲi確には､肘-I1状の線刻と束柱を思わせるような線刻が施されています｡格了･1l状の線刻は､家雌の'|[l'

組みを表したのかもしれません。

人骨3体と棚状施設に置かれた状態で鉄製の剣、雛、〃j亀などが川｜Kしており、遺物から611t*JIji､ドに造られ

たものと思われます，
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市の瀬10号地下式横穴墓（東諸県郡阿富町大字深年T'liの瀬）
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市の瀬10号地下式横穴墓実測図

Fか｡-コ＆

遺物出土状況（手前の高坏には

アワビが入っていました｡）
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遺跡は、阿富町1'1央部より北1吋部を流れる深ｲltlll（岸の,liの瀬台地にあり、10基の地ド式横穴墓が発兇されて

おり、その内2｣ILに装飾が施されています<’

1()8･地i､．式描穴蕊の玄窄は、陵ﾉj形で、ノ<j1を寄棟形にした典入り型の地1,.式縦穴蕊です．床lniにはIj､ドな河

原ｲLiが蚊きつめられており、玄宗!|】央祁より奥の確而･ヅjにも同様な河原ｲが'〉:てて配11され、天井部!|1央には、

棟木を思わせるような浮彫()が施されていました

鉄製の武器や-順典のほか、Ⅷ1時の1器である伽器や須峨が尤全な形で多数III北しています。また､鶉のあ
る須慰器の嵩球には､化持のために供えられたと考えられるア『フビが入っていました、これは､ ｢･,'i-WJ｣「H本

も

舎紀」に記載されている「黄泉)『喫」と推定され性l lされます。

これらの川上遺物から、6111身紀の舸半に造られたものと思われます．
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’’ 表的な地下式横穴墓

△〕 画b “
1 J 舌"･子b J･

下北方5号地下式横穴墓（宵崎市下北ﾉjllll･塚原）

下北方5号地下式横穴篁支室

N

li,

）

※ もとは4個の鈴が付いていた

ものと砦えられます－

fl!1で杵られたもので、鳩の．首

にさげられていたものでしょうゼ
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（23）

（5）
(540）

装身具類 碧玉製管玉

碧玉製勾玉
ガラス製丸玉（小）

馬鐸（馬の首にさげられていた銅製のベル

１
Ｊ

J

1

、

1九へ.菅．､4．L‘:く．フ＆ふみ方苔

金製垂飾付耳飾り1対変形獣形鏡、変形紋鏡（銅製の鏡）

その南にlよがる|､北J･台地にあり、前ﾉﾉ後I1賊'1雄と円遺跡は、宮崎｢|j'li街地から北I几iの平和台公|"IIIIj辺と、

tiil2雛からなる|､~北ﾉjTI峨群、 9蕊の地~卜式横穴墓から愉成きれています。

53地「式横穴墓は、9号|1l埴の直ドに造られています。9号墳の発柵はｲjzわれていないため|祈定は{II来ませ
． 才 :、I

んが、埴輪や葺石といった占墳に伴う遺物がl制辺から見つかっていないため、地|､､式横穴墓のための戦l正ではな

いかと考えられています｡

玄室は長方形でﾉ<外を切妻形にした妾入I)剛の術造で、優さ5．35メートル、IIIML8メートルと、地|､.式械

穴塞としては極めてノミきな造りです．床liliにはl'l礫が蚊きつめられており、 1人の人物のみを埋葬するためにタビ

体を安置するためのIﾀ床が中央に設けられています

墳丘を持ったI_i大な玄宗のほか、副葬IWこも特壊すべきものがあり、武器・武具をはじめ、馬具、農l典のほ

か装身貝や鏡といったおびただしい遺物は、’1大なliiﾉj後|11墳に葬られた人々の副葬",にIJE敵寸･るほどです。

これらのことを総合すると、この地ド式横穴蕊に葬られた人物は、 511I身紀後､卜にこの地方で活蹄したl冷長級の

人物であったと考・えられます。

｡3



f,‐」 、） 4僅 盟，

六野原10号地下式横穴墓（蛎拙Ⅷ同点町ﾉけ:八代北6↓'j･1｢角）

戸

些 三I‘;融一t･ﾛ-fTF ［肝『 タ 3

憤矧板鋲留短甲（鉄の板を鋲でとめて作られたよろい）小札鋲留眉庇付胄（鉄の板を鋲でとめて作られたかぶと）

鷺

十師器

げ； ず：L 58

獣形鏡（銅で作られた鏡） 十字形轡（馬の口に取りつける金具）

遺跡は北侯川と‐川･川にはさまれた標II,IIO()メートルの台地l･.にあ()、これまで、i1ijﾉJ･後|'lli! l雄、IWi9雄、

地|､式樅穴慕31ﾉILが発掘されています

lOり地|､･式縦穴蕊も|､.,|ﾋﾉj5リー地|､.式横穴蕊と同様､l'賊の|､=に造られていますこの|11壇もII1埴ではなく、地

卜式横穴壊のための壇｢fの'り．能'|ゾ|:が強いようです玄案も長さ5.6メートル、II1II12. 3メートルとI !:ﾉ<で、｝死床

が設けられており、ノ<ji:i\|j'|1央には、棟水のような浮彫I)が施されています
‘ ~ ．.＃. ． 邨 菖 ･ら 孔 . z と 3 ' ．、． 』' ’ .

副葬IY,もり蹄で、鉄の版を綴じあわせて作った脚（小札鋲卿IW庇付W)やよろい（械矧板鋲WWIII)などのほ

か、剣や直刀、鋤の先、鋼製の鏡、｜帥器などが川上しています

地|､.式横ﾌ‘蝋の構造、Mﾘ州I}から、やはりこのお基に葬られた人物は、lliﾉj後|'1域に搾られた人物とhiを､iii/､<

るか、またはII1I狐で'IIil･11の脂押を執るほどの人物ではなかったかと思われます，

－24－



こきばる

小水原3号地下式横穴墓（えびのIIjﾉ<'↑:上江字小木原）

－

馬鐸（馬の首にかけられていた銅製のベル）
<~葺堀壼訊ザニ

轡鏡板（馬の口に取りつけられていた金具）

横矧板鋲留短甲（鉄の板を鋲でとめて作られたよろい）

鄙ー

剣（2）

直刀

鉾

適跡は川内川、池烏川さらに上流を流れる：双川に挟まれた低位段丘のIIW端部にありますゞ

この遺跡を含むIILi詣県地J･には、前ﾉj後I'｣墳などのいわゆるI1f埴や横穴墓は無く、当時のお泉としては地ド式

職穴蕊が主体となる地域です。この遺跡からもおびただしい数の地~I､言式横穴悪が確認されています。中には、墳

斤を持つ地ド式横穴墓もいくらか存在したようです。

3り･地I､､式横穴蕊は、ブルドーザーによって壊されかけていたところを郷士史｛iﾙ究家、水崎原氏によって発兇

されたものです。氏の記録によると天j|郡の構造は壊されて不明なものの、床liliが隅丸方形の､r入り型の地|､.式

横穴蕊です。さらに、IIMIIの初期までは墳丘が存在したようです。

副葬"Iは､鉄製のよろい(職矧板鋲惑舳,）や剣、I11I:ﾉJ､鉾､雛などの武器武具のほか､ #II1製の馬の汀に付

けるベル(馬鐸) ｣ia.|,!jのI_1に付ける金具(#職版)などが出lしています”

玄宰の規模は、IIIJ辺の地卜式機穴墓と変わI)ありませんが、横矧板鋲留短IIIといった貰蛾な伽!などがi,ill非さ

れていることから、この地|､式樅穴蕊に葬られた人物も、前出の例とliilじょうにこの地方のｲlﾉJ荷であったでし

ょう

｛刑l葬,l,'!から5111:紀末から6111:紀初めに造られたものと''&!われます。

－2う一



しさいしゃ

司祭者の墓 星ﾉ蔵9号地下式枇穴墓(IILi制Ⅷ1I領水付人艸原字ﾋﾉ脈，

毛

壁面に刀子が突き刺さった状況（拡大）

人骨出土状況

骨の柄のついた刀子、鉄雛（3）

滑石製臼玉（ネックレス）一連
鉄製の剣

０
１
．
“
“
』
宮
奨
郵
馴
ｒ
耐
’
・
虜
一
恥
辱
一
旬
“
軍
”
一
語
配
一
望
一
団
》
詞
函

１
１
１

鎖
ｊ
▲
■
汀
■
■
ｒ
囮
１

■■■

くしをつけた人骨頭部 1号人骨（女性） くしをつけた人骨頭部2号人骨（男性）

遺跡は、火年嶽|||頂からWにおりる111地の麓1,1･近に位侭し、現在の役場庁舎|判東にあI)ます･

10雄が発掘されましたが、その内9堆が近くにまとまっていたのに対し、 l』i峰のみが離れた場lﾘ『にありました

これが9り地下式板穴蒐です‘’

9号･地下式横穴墓の玄宗は、1E方形の・角がとれた台形状で、天ﾉ|:をドーム形にした､r入り剛の地|､式椣穴蒐

です。

副葬尚I!のlﾉ1容は、鉄製の武器が主で他の地I､．式横穴塞のものとそれほど変わりません。

ところが人'けに装蒲されていた装身j!が注I Iされます人'I'}は、3体検出され、その内lり･の壮ｲド女性人鞭|,l･に
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：． 、 1 ’・堂

は、頭部に縦Jが宿るとされる火刑の竹製の櫛が装粁されており、ノ,伽にはlfl.FとIIfばれる装身具がはめられ

ていました。また、2号の熟年男‘|'|；人骨には、頚部に9個の竹製の櫛がありました。

他の地下式横穴塞からl蕪だけ離れた場所に造られたこと、特別な装身典を身につけていたこと、さらに、

2号人骨頭部の磯i刺にﾉ〃･が突き刺されるという堤常な状態で検出されたことなどから、このお墓に葬られた

人々は、村の中でも祭祀にたずさわったシャーマンではないかと考えられます。

この地下式横穴墓が造られた時期は、 5111紀後半から6111:紀前半にか|ﾅてと思われますc

らに陸 々
一一＝＝■ﾛ■■■ 1－

u

立切35号地下式横穴菫人骨出土状況

●

一

霧
珊

一

Ｌ離
翻

〃
一

1

一
一

〃

り職》
噺

識
》

Ｊ
ｌ
ｊ

P】

F

1
I

了蕊］
旭台地下式横穴墓出土人骨レプリカおよび復顔模型
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地下式横穴墓からは、これまで多くの人骨が出土しています。これは、先にも述べましたが、地下の密閉され

た空間が人骨の保存に適したことと、後の時代に人目につくことがあまり無く、副葬品を目的とした盗掘からま

ぬがれたためです。

これらの人骨は、当時の人々の形質的特徴（かお・かたち）を知る上で貴重な資料となります。地下式横穴墓

に葬られた人々が、どのような容ぼうや体格であったのか、他の地域の人々との違いがあるのか、昔からそこに

暮らしてきた人々の血を受け継いだ人々なのか、あるいはよその地域からやって来た人々なのか等々。

ここでは、形質人類学の権威で、およそ20年の永きにわたり宮崎県内の古墳時代人骨の調査・研究を続けて

おられる山口県豊北町「土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム」館長松下孝幸先生の研究成果を要約したかたちで

紹介しますc
とうかい

人骨の形質的な特徴が良く表れるのは頭蓋で、人骨全体から算出される身長の違いも重要です。これらのこと

から、松下先生は、宮崎県の古墳時代人骨を「山間部タイプ」と「平野部タイプ」に大きく分け、さらに後者を

｢宮崎平野Iタイプ｣と「宮崎平野IIタイプ｣に細分されています。その特徴をまとめると次のとおりです。

「山間部タイプ」

顔面は、幅が広く長さが短い。眉の上の隆起は強く、鼻骨もやや隆起している。いわゆるホリの深い顔立ち。

身長は低く（9例の平均身長は158.78cm)全体として、縄文人の形質を残したと考えられている西北九

州弥生人や縄文人に近い。

「宮崎平野Iタイプ」

顔面は面長。ホリの浅い顔立ち。身長は高く（2例の平均身長は164.50cm)、全体として、大陸からの

渡来人か彼らの影響を受けたと考えられている北部九州弥生人に最も近く、古墳時代においては、筑前地方の古

墳人や畿内地方の古墳人にも近い。

「宮崎平野IIタイプ」

顔面は、面長。身長は高い（1例の値は165.56cm)。頭の高さが低く、目が入っている穴も低く、周辺

地域の弥生人や古墳人とは異質で似ているものは見出せない。

宮崎平野I及びIIタイプは、基本的には同じ形質を示していますが、前者が玄室に複数埋葬されている人骨の

形質を、後者は玄室に1体しか埋葬されていない人骨の形質を示しており、埋葬方法の違いが人々の違いに通じ

る興味深い示唆を与えています。

まとめると、宮崎県内における古墳時代人骨（ほとんどが地下式横穴墓の人骨）は、山間部（内陸部）と平野

部で違いがあることが分かります。山間部の人々は､縄文時代から暮らしてきた人々の子孫であり、平野部の人々

は別な地域から移り住んだ人々の可能性が強いようです。移り住んだ時期については、宮崎県内に弥生時代人骨

の出土例が無いため明らかではありませんが、弥生時代であれば、北部九州の渡来系と言われる弥生人の可能性

がありますし、古墳時代であれば畿内政権の南九州進出と何らかの関係がありそうです。

－28－



■

横穴蟇I ついて
■■■

ｰ

壁 ､

におけ

丘陵の傾斜面や崖面を利用し、横ﾉjlhlに穴を掘り、内部に遺体を埋葬するための部屋を没けたものを椛穴巣
.＋､,箔’ず二J 』』／、し．

とII平ぴます．｜ﾉ1部購造は、一般的に玄室とそれに通じる淡道とからなり、玄案の天井は、アーチ形、ドーム形、

家巌に兄立てて切:箕形や寄棟形の臆根形に表現することが多いようです。5111紀の後半に誕生しますが、鮫も

盛んに造られるのは6111紀後半から7世紀の古墳時代後半から終わりにかけての時期です。

宮崎県の場合、五ヶ瀬川上流の尚T･"lll1.を中心とした山間地域、寓崎市をII!心とした平野部地域のくつに'|1

心的な分布があり、五ケ瀬川-ﾄ流域など他の地域にも僅かながら分布しています．地下式横穴墓の分布と重ね

あわせてみてみると、大淀川流域などで分布が軍なるほかは、分布圏が異なることが分かります。この分布の

違いが、どのような社会背景によって生み出されたのかが注日されるところです。

宮lll"iLの横穴墓における装飾は、その特徴から、大きく 3つに分けることができるでしょう。

④玄宗の天沖に|ﾘや〃形の文様を施したり、玄室ILl隅に柱状の浮き彫りを施したもの。

②玄宗内部に人物や馬、角文などを施したもの。

⑪については、j煮根や柱を表したようにも見うけられます。

②については熊本県の横穴墓と比較しながら相違点と共通点を考えてみます。熊本県の装飾のある横穴墓と

いえば､鍋山27り･械穴墓のように横穴墓外確などに人物や武器･武興などを浮彫りによって表現する例をまず恩

い浮かべます。それに対･し、宙|崎県の場合は、玄窄内

部に線刻などによって表現されています。

人物のみを例にとると浮彫りと線刻という手法の違

いもありますが、埋葬が行われた後、人l lをふさいで

しまうと、宮111'奇県の場合、外部の将がその文様を見る

ことはできません。あたかも理弗粁の死を悲しむよう

に共に玄案内部の暗闇に葬られているようです．熊本

県の場合は横穴墓外壁に、両:手両足を広げて立ち、ま

さに「大」の字の姿をしています。これは、悪霊の進

入を防ぐ"とともに、墓荒らしといった外部からの進入

背を防ぐ"威|嚇の意味を込めて表現されたのでしょう。

このようにみると、IIIIj稀の間には何の関連性も無い

ようですが、むしろ少ない共辿‘!』〔が重要なのかもしれ

ません。僅かではありますが、玄室内部に線刻によっ

て人物が柵かれている例は熊本県内にもあります。ま

た、‐上器IIMl >j横穴墓のように玄宝内liliにゴイ1文を

施す例は、熊本県内にも多いようです．

ともあれ、宮111奇県の装飾のある横穴蕊が、独|'|に発

生・峻開したのか、熊本県などのﾉL州|ﾉ1外の§I;例と関

連するのか、今後研究を深めていく必要があります。
卜出是

原3号横穴蟇洋壁線刻画（玉名市）
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広原1号・3号撞穴墓（淘崎｢|丁大字広原宇若市1II)
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左壁～奥壁線刻画奥壁線刻画

奥壁右側上部線刻画

世跡は、垂水台地から延びる丘陵地の、小谷が入り込む門●状丘陵南斜面にあり、8雄の椎穴墓が発掘され、そ

の内2基に線刻による装飾が施されています。

l >j横穴蔦の装飾は、左右の砿liliにあり、左砿に2体、右壁に9体、合計11体の人物像が、線刻によって柵か

れています○ 1体の像尚は25～30センチメートルほどですぐ：

上半身がほとんどで、！|!には頭部のみのものもあI)ます･頭部は梢l'l形の輪郭で、そのI･i!に眉、日、鼻、nな

どが衣現されており、全休的に物悲しい表情を感じさせていますC休部や腕などは簡略されて表現されており、

手には持ち物らしきものもあり、死肴を送る葬llを衣しているのかもしれません。

川上した須恵器ﾙｰから、 81H蛋紀'l』頃に造られたものと思われます。

3り．横穴墓には、以削から線刻ili'iがあることが知られていましたが、］三事によI)大部分が削られてしまったた

め、‐部にしか残っていません

右確には、顔面のみ線刻されておI) ､ IIx.i、H尻がつり｜xがI)、怒った表情に感じられます。

左確には2体線刻されており、ポlll部は風化が激しく分かりませんが、座った状態を炎しているように見えます。

奥確には、 5体の人物像と侭ﾉ』形のIXI形が線刻されています○表'l･IIiがはっきり分かるものもあI)ますが、全休

的に簡lll借された単調な線で、111を行っている姿なのかは､ﾘ断できません．侭方形のIxI形についても何を表してい

るのか分かりません。

この樅穴墓も出土世物から8111紀の前半に造られたものと思われます。
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蓮ケ池33号横穴墓(WIII苛市大字芳上字料永迫）

蓮ヶ池33号横穴墓

ぎ

ぃ

、

0
＄

,Fグ

鯉 玄室芹壁線刻画

遊跡は､嘔水台地から寓崎､|を野に延びる丘陵斜liliにあり、大きく3つのグループに分かれ、82基の樅穴塞が確認

されており、その内33号横穴蕊に線刻が施されています。

338．横穴蕊は第2グループに偶し、玄室はﾉ<ルを1州1形に造る妻入り剛の横穴蕊です。

線刻は左壁面にあり、3体の人物像が描かれています3体とも箙んでおり、頚部と手足の無い休部のみです。

"1iiの風化が著しく表情は分かりにくいですが、'|1央祁の1体は|-|とl lをﾒL<州いているようです．

川_|世物が少ないため、はっきりした時期は分かりません．
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どきだひがし

土器田束1号横穴墓（宮崎郡佐上原町大‘↑:ド那珂'j･2土器l+l )
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奥壁線刻画実測図

一一r－－－－．．－凸.-.-

’
’

1

〃

。
汰
孤
鮨

ｆ
八
１
輿
ブ
』
栗
一

。－_‘－

1

～ h〆

〃

1一
一

Ⅵ
『
プ
ー

rj

’

鑿 ◎

L」
ン

0 1m
L.－‘． q l

7

士器田東1号横穴蟇実測図
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玄室全景

奥壁線刻画

36－



。

■

■

■

ユ

■
■
一

■
■
■

．
■
■

弱

hﾛ■可
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…
須恵器

零
金環（金メッキをしたイヤリング）鎌、刀子（3）、鉄搬（4）

遺跡は、佐上1束町市街地からIILi側に腿がる|碇陵麓部のI*jf:l･liliにあります。

谷部を挟んで東1判に2つのグループに分かれ、7〃§の横穴墓があ{)、その内1基に装飾が施されています，

東1号検穴塞は、州l断県|ﾉ1の横穴蕊の!|1でも妓大級の規模を誇ります．玄室は、奥醗に比べ羨道部側がやや狭

くなった長方形で、尺井部を寄棟形にした災入り刑の横穴基です…

装飾は奥確及び/f右の雌に線刻及び彩色によって施されています。

奥砿''1央I部には、馬及びイルカ、人物らしき剛11などが描かれており、将に馬のIxI柄は鮮明で、左側の馬は
．』 、 ．+‘ こ き

耳まで描き分けています l l*(II:紀に｜……,I〃ならばHli'lの駒……」と称賛されており、、I1時、宮崎県地方は馬

の有橘な瀧地だったようですこの'1,1jは、ノIM、 iiが愛した柘馬「|~I向の駒」であったかもしれません‐

形象的な|Xl柄のほかにも連続；角文が:ﾉjの雌にあり、部分的に赤色顔料が残っていることから、測文の|ﾉ1

面は、赤く彩色きれていたのでしょう。

一【角文は、装飾-I1蛾の多くに採lllされていますが、横穴蕊lﾉ1部に施される例は多くありません。また、形象的

なIxI柄と糸IIみ合わさった例は少なく、この検火難における独''1性を感じさせます．

副葬された彼忠器などから‘ この縦穴農は6111:fLll l!頃から711t紀前半にかけて進られたものと考えられます。
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ほきた

穂北横穴墓群（西都市大字穂北字上江．野竹他）

遺跡は、一ツ瀬川左岸の茶臼原台地の丘陵南側及び西側斜面を中心に、瀬江川を隔てた対岸大木原台地及び一

ツ瀬川を隔てた対岸の山中にあります。いくつかのグループに分かれ、総数60基の横穴墓力轆認されています。
うわえ ちばたけ す，ぎお くしき

その内、何らかの装飾が施されているのは、上江県指定15号横穴墓、千畑1号横穴墓、杉尾1号横穴墓、串木

2 ．4号横穴墓の5基です。

それぞれの横穴墓の出土遺物から、この横穴墓群は、6世紀中頃から7世紀初めにかけて造られたものと考え

られています。

上江県指定15号墓の玄室は、ほぼ長方形で、天井を寄棟形にした平入り型の横穴墓です。

装飾は、線刻によって施されていおり、まず目につくのは、天井部北側中央部にある直径37センチメートルの

三重の円文で、外円から放射状に約30本の直線が刻まれています。さらに、この三重の円文周辺に4個の円文が

あり、その内3つの円文には十字に交差する直線が刻まれています。また、烏らしき線刻も確認されています。

入念な現地調査を続けておられる宮崎県考古学会会長、日高正晴氏は、中心となる三重の円文と放射状の線刻

を太陽とその光線として捉え、当時の太陽信仰を推察されています。

千畑1号横穴墓の玄室は、正方形で、天井を寄棟形にした妻入り型の横穴墓です。

玄室の四隅に浮彫りの装飾が縦方向に施されており、天井構造も屋根形にしていることから、屋根を支える柱

を表現しているものと考えられます。このように横穴墓の中でも、柱を模した表現は他に例が無く注目されます。

杉尾1号横穴墓の玄室は、正方形で、天井を寄棟形にした横穴墓です。

装飾は、玄室天井中央部にあり、浮彫りによる円文を囲むように、二重の正方形の浮彫り文が施されています。

これと類似した表現は、串木2 ．4号横穴墓にもみられます。2号横穴墓の天井中央部には、正方形の浮彫り

があり、また、 4号横穴墓天井中央部には円形の浮彫lｿが施され、そこから玄室四隅に垂木状の浮彫りが延びて

います。これらは、玄室天井部中央にあることなどから、屋根の一部を表現したようにも思われます。

うわえ

上江県指定15号横穴墓

－

0 1m
ー一剖一

上江県指定15号横穴蟇実測図
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上江県指定15号

玄室天井線刻画0909
幻,ﾛ幻,ﾛ

すぎお

杉尾1号横穴墓
－◆

－

｜ ・・

ー÷

I
’

0 1m

杉尾1号横穴墓実測図
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杉尾1号横穴蟇玄室天井浮彫り

くしき

串木2号横穴墓

串木2号

憤穴墓玄室天井浮彫り

0 1m

I ー一一~一一

串木2号

横穴墓実測区
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串水4号横穴墓

0 1m

●I

串木4号橘穴墓実測図
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串木4号横穴墓天井部浮彫り
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ちばたけ

千畑1号横穴墓

玄室全景
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I
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0 1m
0

’ I

千畑1号横穴墓実測図
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￥

書資料参

I |その他の装飾ある地下式横穴蟇

動竺 ・ノ 酔勾

1 元地原3号地下式樋穴墓

▲一一●一二-－1■■■■一一一＝I■一一ー■
－■■ロー■F一－一÷ ー●一一一一幸

溌鶴‘鶏驫蕊悪鱗蕊

1
I

西都IIj大字上測字うじ地原

不幣形プラン、アーチ形天井

浮彫l)

棟木を表現

5出紀末

舵床あり

Iﾘi在地

構 造

施文方法

文 様

時 期

備考。

雲雲
韮

藩？

＝

凸司＝~

~

bfまる=こ‐＝__一一｡･毎

0 1m
． 1 1 元池原3号

地下式横穴墓実測図

そうせんじ

2宗仙寺5号地下式横穴墓

東謂県郡国富町ﾉ<'j陰:本庄字ボ仙寺

11弓方形プラン

彩色（赤）

柱を表現

6111身紀後､ド

Iﾘ『在地

櫛 造

施文j法

文 様

時 期

0 1m
1 ． ． ．
！ 宗仙寺5号

地下式横穴墓実測図
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じぞう じ

3地蔵寺地下式横穴墓

地蔵寺地下式

横穴墓実測図

所在地

構 造

施文方法

東諸県郡国富町大字本庄字地蔵寺

長方形プラン、アーチ形天井、妻入り型

彩色（赤）

文
時
備

様不規則な線文

期 5世紀後半

考屍床あり

いち せ

4市の瀬9号地下式横穴墓

一

』狸こ＝
0 1m
陰-----一韮琴－

I

ヨ
…
刊
：
イ
７

『
／
一
一
ソ

I I 市の瀬9号’

地下式横穴墓実測図

所在地

構 造

施文方法

東諸県郡国富町大字深年字市の瀬

正方形プラン、切妻形天井、妻入り型

浮彫り

文
時
備

様
期
考

棟木を表現

5世紀末から6世紀前半

床及び壁面に偏平な河原石を配置

－44－



おおつぼ

5大坪1号地下式横穴墓

＜7

所在地 諸県郡国富町

大字八代南俣

字大坪

長方形プラン

寄棟形天井

妻入り型

線刻

屋根を表現

5世紀後半から

6世紀前半

〃

〃
b 一一.■■■■－－一■■■■■■

構 造

施文方法

文 様

時 期

９
９
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．
■
Ｕ

甲
Ｕ
■
且
■
巳
■

彩
●~ひ

〃

<ブ

むつのばる

6六野原2号

地下式横穴墓

所在地東諸県郡国富町

三名字六野原

構 造長方形プラン

寄棟形天井

妻入り型

施文方法線刻

文 様屋根を表現

時 期5世紀後半

傭 考屍床あり

〃

影
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7六野原10号地下式横穴墓

雪－
１
１
１

－
’
’
’

一
Ｉ
Ｉ

Ｌ
１
１

－口

シ〃⑬

ー

函
》

六野原10号地下式横穴墓実測図

所在地

構 造

施文方法

東諸県郡国富町大字三名字六野原

長方形プラン、寄棟形天井、妻入り型

浮彫り

文
時
備

様棟木を表現

期 5世紀後半

考墳丘、屍床あり

おおはぎ

8大萩8 (B-7)号地下式横穴墓

＝･

腿
一

鼬

誉
大萩8 (B-7)号地下式

横穴墓実測図

所在地

構 造

施文方法

西諸県郡野尻町大字三ケ野山字大萩

正方形プラン、切妻形天井、平入り型

浮彫り

文
時

様束柱、棟木を表現

期5世紀後半から6世紀前半

－46－



9大萩10 (B-10)号地下式横穴墓

0 1m

ｰヨーーーヨ

''1
働

<、

大萩10(B-10)号地下式

横穴墓実測図

0

様束柱を表現

期 5世紀後半から6世紀前半

文
時

西諸県郡野尻町大字三ケ野山字大萩

正方形プラン、切妻形天井、平入り型

浮彫り

所在地

構 造

施文方法

あきひだい

10旭台6号地下式横穴墓

今凸ノ
ケ

や凸

・令､1

旭台6号地下式横穴墓実測図

文 様左右壁に線刻で区画後、赤色顔料で束柱及び

横木を表現

時 期 5世紀後半から6世紀前半

西諸県郡高原町大字広原字旭台

台形プラン、切妻形天井、平入り型

線刻、彩色（赤）

所在地

構 造

施文方法
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11旭台9号地下式横穴墓

謬診

旭台9号地下式横穴墓

実測図

所在地

構 造

施文方法

西諸県郡高原町大字広原字旭台

台形プラン、切妻形天井、平入り型

浮彫り

文
時

様束柱を表現

期 5世紀後半から6世紀前半

12旭台12号地下式横穴墓

一今ｐｐ－

ｒ
４
Ｊ
Ｉ

I

所在地西諸県郡高原町大字広原

字旭台

構 造長方形プラン、切妻形天

井、平入り型

施文方法浮彫り

文 様棟木を表現

時 期5世紀後半から6世紀前半

$。
｡■q

、甲

鰯
0 1m
L一一一

’

－

一

ｰ~

旭台12号地下式横穴墓実測図
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13旭台12号地下式横穴墓

、

旭台12号地下式

横穴墓実測図

文 様線刻により束柱、横木を表現

横木部分は彩色

時 期 5世紀後半から6世紀前半

西諸県郡高原町大字広原字旭台

長方形プラン、切妻形天井、平入り型

線刻、彩色（赤）

所在地

構 造

施文方法

たちざi）

14立切38号地下式横穴墓

0 1m

吟 西諸県郡高原町

大字後lll内字立切

台形プラン

切妻形天井

平入り型

浮彫り

棟木を表現

5世紀後半から

6世紀前半

所在地

構 造
’

施文方法

文 様

時 期

網
》

立切38号地下式横穴墓実測図
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15立切51号地下式横穴墓

－

I

鱈

所在地

構 造

西諸県郡高原町大字後川内字立切

長方形プラン、寄棟形天井

平入り型

浮彫り

棟木を表現

5世紀後半から6世紀前半

施文方法

文 様

時 期

ｰ－－F－－一

立切51号地下式横穴墓実測図

16立切58号地下式横穴墓

一

I
一

所在地

構 造

西諸県郡高原町大字後川内字立切

長方形プラン、寄棟形天井、

平入り型

浮彫り

棟木を表現

5世紀後半から6世紀前半

I

I 施文方法

文 様

時 期

q■■■■■■■■

0 1m
ー二

立切58号地下式横穴墓実測図
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e

17立切59号地下式横穴墓
I

一

一

一一一

I

西諸県郡高原町大字後

川内字立切

長方形プラン、切妻形

天井､平入り型

浮彫り

束柱を表現

5世紀後半から

6世紀前半

所在地

構 造

一

ー

施文方法

文 様

時 期

0 1m

崖一一一

立切59号地下式横穴墓実測図

18立切61号地下式横穴墓

西諸県郡高原町大字

後川内字立切

台形プラン、切妻形

天井､平入り型

浮彫り

束柱を表現

5世紀後半から

6世紀前半

所在地

構 造

施文方法

文 様

時 期

立切61号地下式横穴蟇実測図
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19立切63号地下式横穴墓

蝋

ー

0 1m

吟一一-昌一
立切63号地下式

横穴墓実測図

所在地

構 造

施文方法

西諸県郡高原町大字後川内字立切

長方形プラン、切妻形天井、平入り型

線刻

文
時

様棟木、束柱、横木を表現

期 5世紀後半から6世紀前半

かりやお

20仮屋尾3号地下式横穴墓

所在地北諸県郡高崎町

大字前田字仮屋尾

構 造台形プラン

寄棟形天井

平入り型

施文方法彩色（赤）

文 様白色粘土を塗った

上に彩色線文

時 期5世紀後半から

6世紀初め

備 考床面、壁面に白色

粘土を散布及び塗布

I

0 1m
一一三

仮屋尾3号地下式横穴墓実測図
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しも ひら

21下の平2号地下式横穴墓

－

I
’

I

巴轡創､巴轡巴轡創､
い

一

〃肌“

》

、

〆
〆
、
い
、

１
Ｊ

蕊ノ

一

｜
，イ

~

ロ ブ

1ﾉ、，

~

ロ ブ

1ﾉ、，
＝

1ノ

一

、

、、、 I

－

I
I

｡晨

一一一→一記
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尾中原地下式横穴墓実測図

束柱を表現

5世紀後半から6世紀前半

所在地

構 造

施文方法

小林市大字水流迫字下の平

長方形プラン、切妻形天井、平入り型

浮彫り

文
時

様
期

おなかばる

22尾中原地下式横穴墓

小林市大字北西方字石塚尾中原

正方形プラン、切妻形天井

平入り型

浮き彫り

束柱を表現

6世紀前半

竪坑上部閉塞

所在地

構 造

施文方法

文 様

時 期

備 考

ｍ

－
１０

1

１
１I

I
ロンミ

１
１
－

0

一ず
I

尾中原地下式横穴墓実測図
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ひがしにわら

23東二原14号地下式横穴墓

I

小林市大字真方

字東二原

楕円形プラン

寄棟形天井

平入り型

線刻

屋根を表現

5世紀後半から

6世紀前半

所在地

構 造

一

I

施文方法

文 様

時 期

I

0 1m
ーー

一

東二原14号地下式横穴蟇実測図

しんでんぱ

24新田場5（62－3）号地下式横穴墓

所在地

構 造

施文方法

文 様

時 期

小林市大字真方字新田場

長方形プラン､切妻形天井､平入り型

浮彫り

束柱、棟木を表現

5世紀後半から6世紀前半

〃

､＞
鍵

新田場5（62－3）号地下式横穴墓実測図
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25新田場6（62－4）号地下式横穴墓

－

I

吋
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劣
別
刃
珀
知
略
略
咀
啼
肥
鮒
肌
眼
岬
覗
仰
叩
鮒
岫
畑
沁

所在地

構 造

小林市大字真方字新田場

正方形プラン、寄棟形天井

平入り型

浮彫り

棟木を表現

5世紀後半から6世紀前半

竪坑上部閉塞

－

施文方法

文 様

時 期

備 考

0 1m
ｰ－－－砦一

新田場6（62－4）号地下式横穴墓実測図

26新田場7（62－5）号地下式横穴墓

皇
’

一

小林市大字真方字新田場

台形プラン、切妻形天井

平入り型

方法浮彫り

棟木を表現

5世紀後半から6世紀前半

所在地

構 造

｜
’ 施

文
時

文
様
期

新田場7（6255-5）号地下式横穴墓実測図
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おばたけ

27苧畑6号地下式横穴墓

苧畑6号地下式横穴墓実測図

棟木を表現

5世紀後半

えびの市大字島内字杉ノ原

所在地えびの市大字坂元字柚木ノ元、二本杉、

二八山の上

構 造長方形プラン、寄棟形天井、平入り型

施文方法浮彫り

文 様

時 期

所在地

しまうち

28島内3号地下式横穴墓

…

/f

島内3号地下式

横穴墓実測図

構 造

施文方法

文 様

楕円形プラン、寄棟形天井、平入lｿ型

浮彫り、線刻

棟木を浮彫りで表現、屋根を線刻で表現

時
備

期 5世紀後半

考竪坑上部閉塞
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Ｉ

刀子による木材の加工鉋による木材の加工
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出品・資料提供一覧

1旭台7号地下式横穴墓
剣

刀子

鉄鑛

彩色画撮影写真

市の瀬10号地下式横穴墓

須恵器

土師器

剣

直刀

鉄蹴

刀子

針状鉄器

毛抜き状鉄器

ヤリガンナ

遺物出土状況写真

1l

1点宮崎県総合博物館

1点 〃

8点 〃

2点宮崎市教育委員会

15点国富町教育委員会

5点 〃

1点 〃

1点 〃

7点 ノノ

1点 〃

1点 〃

1点 〃

1点 〃

1点 〃

2旭台地下式横穴墓
頭骨レプリカ

復顔模型

1点宮崎県総合博物館

1点 〃

3大萩14号地下式横穴墓
研磨刀

研磨剣

2点宮崎県総合博物館

1点 〃 12下北方5号地下式横穴墓
変形紋鏡

変形獣形鏡

環鈴

馬鐸

金製垂飾付耳飾り

水晶製勾玉

メノウ製管玉

ガラス製管玉

ガラス製変形半円玉

ガラス製丸玉（大）

硬玉製丁字頭勾玉

碧玉製管玉

碧玉製勾玉

ガラス製丸玉（小）

玄室撮影写真

ビデオソフト

1点宮崎市教育委員会

1点 〃

1点 〃

1点 〃

1点 〃

2点 〃

2点 〃

1点 〃

6点 〃

55点 〃

2点 〃

23点 〃

5点 〃

540点 〃

1点 〃

2点 〃

4大萩36号地下式横穴墓
直刀

剣

鉄鑛

鎌

鋤先

斧

刀子

鋲飾弓残片

朱玉

1点宮崎県総合博物館

1点 〃

12点 〃

1点 〃

1点 〃

1点 〃

1点 〃

1点 〃

5点 〃

5大萩37号地下式横穴墓
剣

鋤先

鉄鑛

1点宮崎県総合博物館

1点 〃

4点 〃

6立切54号地下式横穴墓
剣

鉄鑛

ヤリガンナ

刀子

彩色画撮影写真

六野原10号地下式横穴墓

小札鋲留眉庇付冑

横矧板鋲留短甲

獣形鏡

十字形轡

土師器

13

2点高原町教育委員会

4点 〃

2点 〃

1点 〃

4点 〃

1点宮崎県総合博物館

1点 〃

1点 〃

1点 〃

2点 〃

7立切60号地下式横穴墓
鉄鑛

刀子

浮彫り表現撮影写真

14小木原3号地下式横穴墓
横矧板鋲留短甲

馬鐸

轡鏡板

轡鏡板レプリカ

剣

直刀

鉾

4点高原町教育委員会

1点 〃

1点 〃

1点宮崎県総合博物館

1点 〃

1点 〃

1点 〃

2点 〃

1点 〃

1点 〃

8日守4 (54-1)号地下式横穴墓
束柱表現撮影写真 1点 高原町教育委員会

9美園1号墳
家形埴輪写真 2点財団法人

大阪府文化財調査

研究センター

15上ノ原9号地下式横穴墓
刀子

鉄鍍

滑石製臼玉

剣

人骨出土状況写真

1点宮崎県総合博物館

3点 〃

l連 〃

2点 〃

1点土井ヶ浜遺跡・

人類学ミュージアム

1点 〃

1点 〃

10日守9 (55-2)号地下式横穴墓

剣 1点

刀子 1点

鋤先 1点

ヤリガンナ 1点

高原町教育委員会
〃

〃

〃

1号人骨頭部写真

2号人骨頭部写真
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16立切35号地下式横穴墓

人骨出土状況写真 1点土井ケ浜遺跡．人類学ミユージアム

17広原1号横穴墓

線刻画撮影写真 6点宮崎市教育委員会

18広原3号横穴墓

線刻画撮影写真 4点宮崎市教育委員会

19蓮ケ池33号横穴墓

線刻画撮影写真 1点宮崎市教育委員会

20土器田東1号横穴墓

須恵器

刀子

鉄鑛

鎌

玄室撮影写真

線刻画撮影写真

13点

3点

4点

1点

1点

1点

佐土原町教育委員会
〃

〃

〃

九州歴史資料館
〃

21上江県指定15号横穴墓

線刻画撮影写真

遺構実測図

1点西都市教育委員会

1点 〃

22杉尾1号横穴墓

線刻撮影写真

遺構実測図

1点西都市教育委員会

1点 〃

23串木2号横穴墓

天井部浮彫り撮影写真

遺構実測図

1点西都市教育委員会

1点 〃

24串木4号横穴墓

天井部浮彫り撮影写真

遺構実測図

1点西都市教育委員会

1点 〃

25千畑1号横穴墓

玄室撮影写真

遺構実測図

1点日高正晴

1点西都市教育委員会

26新田場5（62－3）号地下式横穴墓

遺構実測図 1点小林市教育委員会

27小木原遺跡群蕨地区横口式土城墓(SD-62)

遺構撮影写真 1点えびの市教育委員会

28弁慶ケ穴古墳

彩色画撮影写真 1点山鹿市立博物館
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主な参考文献一覧

研究・一般図書

石川恒太郎ほか 「資料編考古l ･ II」「宮崎県史」宮崎県 1989･1993

日高正晴 「古代日向の国」日本放送出版協会 1993

鈴木重治 「日本の古代遺跡25・宮崎」保育社 1985

河口貞徳 「日本の古代遺跡38・鹿児島」保育社 1988

北郷泰道 「熊襲・隼人の原像」吉川弘文館 1994

宮崎考古学会・鹿児島県考古学会「地下式横穴墓から見た古墳時代」 1986

宮崎考古学会・県南地区例会実行委員会「宮崎県南部における古墳の展開と内陸部墓制の
動態」 1995

岩永哲夫ほか「特集・地下式横穴墓」「月刊考古学ジャーナル380」ニュー・サイエ
ンス社1994

日高正晴 「日向における装飾墳墓について」「宮崎県史研究第4号」宮崎県1990

北郷泰道 「南境の民の墓制」「えとのす31」

下條信之・平野博之「新版古代の日本3九州・沖縄」角川書店 1991

松下孝幸．内藤香篤「弥生人地域差」「弥生文化の研究 1」雄山閣 1989

北郷泰道 「九州南部（宮崎・鹿児島）」「古墳時代の研究 10」雄山閣 1990

長津宗重 「日向の横穴墓」「おおいた考古第4集」大分県考古学会 199l

池上悟「横穴墓」「考古学ライブラリー6」ニュー・サイエス社 1980

白石太一郎 「根の国と海上他界」「本郷」吉川弘文館 1995

田中茂「えびの市小木原地下式横穴3号出土品について一地下式横穴と墳丘一」「宮崎県
総合博物館研究紀要2」1974

日高正晴「日向における千畑横穴墓とその考察」『西都原古墳研究所・年報第3号」西
都市教育委員会 1986
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旧
陥
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18

発掘調査報告書

1 日高正晴ほか「土器田横穴古墳」「佐土原町文化財調査報告書第1集』佐土原町教育委員
会 1981

2 野間重孝「広原横穴群」「宮崎市文化財調査報告書第5集」宮崎市教育委員会 1979

石川恒太郎．田中茂ほか「蓮ケ池横穴群調査報告書」宮崎県教育委員会 1971

石川恒太郎．田中茂ほか「下北方地下式横穴第5号」「宮崎市文化財調査報告書第3集」
宮崎市教育委員会 1977

長津宗重「国富町遺跡詳細分布調査報告書」「国富町文化財調査資料第3集』国富町教育
委員会1984

瀬之口伝九郎ほか「六野原古墳調査報告」「史跡名勝天然記念物調査報告第13輯」宮崎
県1944

石川恒太郎「国富町大坪地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書第15集』宮崎
県教育委員会 1970

菅村和樹・岩永哲夫ほか「市の瀬地下式横穴群」「国富町文化財調査資料第4集」国富町
教育委員会 1986

茂山護「大萩地下式横穴36号発掘調査」「宮崎県文化財調査報告書第22集」宮崎県教
育委員会 1980

北郷泰道「大萩地下式横穴墓群」『宮崎県文化財調査報告書第27集」宮崎県教育委員会
1984

茂山護「大萩地下式横穴37号発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書第28集」宮崎県教
育委員会 1985

面高哲郎・長津宗重ほか「立切地下式横穴墓群」「高原町文化財調査報告書第1集」高原
町教育委員会

石川恒太郎「高崎町仮屋尾地下式古墳調査報告」「宮崎県文化財調査報告書第15集」宮
崎県教育委員会 1970
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茂山護・面高哲郎ほか「日守地下式横穴54-1～4号発掘調査」『宮崎県文化財調査報

告書第22集」宮崎県教育委員会 1980

岩永哲夫・北郷泰道ほか「日守地下式古墳群55-1～4号発掘調査」「宮崎県文化財調

査報告書第23集」宮崎県教育委員会 1981

石川恒太郎・日高正晴ほか「旭台地下式古墳群発掘調査」「宮崎県文化財調査報告書第1

9集」宮崎県教育委員会 1977

北郷泰道「下の平地下式横穴発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書第24集」宮崎県教育

委員会 1981

岩永哲夫「新田場地下式古墳発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書第20集」宮崎県教育

委員会 1983

面高哲郎．長津宗重「新田場地下式横穴墓群発掘調査」「宮崎県文化財調査報告書第34

集」宮崎県教育委員会 199I

長友郁子「東二原地下式横穴墓群」「小林市文化財調査報告書第2集」小林市教育委員会

1990

栗原文蔵「小林市尾中原発見の地下式横穴」「宮崎県文化財調査報告書第9輯」宮崎県教

育委員会 1964

岩永哲夫．茂山護「上ノ原地下式古墳群発掘調査」「宮崎県文化財調査報告書第23集」

宮崎県教育委員会 1981

中野和浩「広畑遺跡」『えびの市埋蔵文化財調査報告書第7集」えびの市教育委員会

1991

中野和浩「小木原遺跡群・蕨・久見迫・地主原地区」「えびの市埋蔵文化財調査報告書第

4集』えびの市教育委員会 1989

永友良典「小木原遺跡群蕨地区」「えびの市埋蔵文化財調査報告書第6集」えびの市教育

委員会 1990

高木正文「熊本県装飾古墳総合調査報告書」「熊本県文化財調査報告書第68集」

1984
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展示図録関係

l 「装飾古墳の世界」国立歴史民俗博物館 1993

2 「日向の古墳展一地下式横穴の謎をさぐる－」宮崎県総合博物館 1979

3 「南九州の墳墓」鹿児島県歴史資料センター黎明館 1988

4 「隼人古墳時代の南九州と近畿」奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 1992

5 「古代島根と南九州」島根県立八雲立つ風土記の丘資料館 1994

協力機関・協力者一覧

今回の企画展開催および展示図録作成に際しましては、多くの方々や機関に多大なる御指導・御協力を

いただきました。御芳名を記し、感謝の意を表します。（敬称略・あいうえお順）

協力機関 協力者

えびの市教育委員会 石丸洋 新名祐史

九州歴史資料館 岩城勝志 日高正晴
国富町教育委員会 岩永哲夫 松下孝幸

小林市教育委員会 江田正和 松本茂春
西都市教育委員会 木村明史 蓑方政幾
佐土原町教育委員会 河野喬 山田洋一郎

財団法人大阪府文化財調査研究センター 児玉純一

高原町教育委員会 近藤協

土井ヶ遺跡・人類学ミュージアム 茂山護

宮崎県教育委員会文化課 中山豪

宮崎県総合博物館 永井淳生

宮崎市教育委員会文化振興課 長津宗重

みやざき歴史文化館 永友良典
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